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 公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）
課　　　名

事 業 区 分

【H24補正予算】

公共事業新規評価調書

事業概要

評価指標：道路の役割
判断

　 　

　
教
育
施
設

（
小
・
中
学
校
・
高
校

）

　
市
役
所
･
役
場
・
ま
た
は
公
共
施
設

　
病
院

　
集
会
場

　
福
祉
施
設

　
駅
・
公
園
等

　
商
店
街

　
バ
ス
路
線

　
防
災
施
設

　
施
　
設
　
数
　
計

　
施
設
数
に
よ
る
点
数

　
迂
回
路
無
し

　
迂
回
距
離
が
２
k
m
以
上
追
加

　
迂
回
路
有
り

　
迂
回
路
に
よ
る
点
数

　
点
　
数
　
小
　
計

百万円 百万円 ｍ ｍ ｍ2 (80) (20) (100) (20) (100) (60) (60) (60) (40) (0) (60) (60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (10) (100)

神埼 1 (主) 佐賀脊振線 神埼市 脊振町鹿路 26 26 公共 H25 140 法面対策工 ○ 80 0 80 ○ 376 0 80 1 20 40 40 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

唐津 2 (国) 204号 唐津市 233 233 公共 H25 1,335 7.0 法面対策工 ○ 80 0 80 ○ ○ 1,814 10 90 60 1 60 40 40 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

唐津 3 (一) 千々賀神田線 唐津市 神田 20 20 公共 H25 50 19 法面対策工 ○ 80 0 80 ○ 2,500 10 90 1 20 40 40 60 20 20 0 80 A A A Ⅰ

伊万里 4 (主) 川棚有田線 西松浦郡有田町 戸矢 40 40 公共 H25 130 3,000 法面対策工 ○ 80 0 80 ○ ○ 8,843 15 95 1 1 1 60 0 60 20 20 10 10 90 A A A Ⅰ

伊万里 5 (主) 伊万里畑川内厳木線 伊万里市 南波田町原屋敷 19 19 公共 H25 33 法面対策工 ○ 80 0 80 ○ ○ 721 10 90 1 20 40 40 60 10 10 0 70 A A B Ⅰ

武雄 6 (一) 波佐見山内線 武雄市山内町 鳥海 23 23 公共 H25 112 9.5 380 落石対策工 ○ 80 0 80 ○ ○ ○ 834 10 90 1 20 40 40 60 10 10 0 70 A A B Ⅰ

武雄 7 (一) 白石大町線 杵島郡白石町 深浦 38 38 公共 H25 208 8 230 落石対策工 ○ 80 0 80 ○ ○ 3,923 10 90 60 60 0 0 60 10 10 0 70 A A B Ⅰ

　
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
渋
滞
箇
所

　
交
通
事
故
多
発
箇
所

　
主
要
幹
線

（
B

)

沿道状況による評価　
⑧
波
浪
の
影
響
を
受
け
る
箇
所
で

、
交
通
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
箇
所

　
⑨
斜
面
表
面
の
浮
き
石

、
転
石
小
の
落
石
等
が
発
生
し
確
認
さ
れ
た
箇
所

　
⑩
斜
面
が
既
に
一
部
崩
壊
し
て
い
る

、
ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
認
め
ら
れ
る
箇
所

　
⑪
地
す
べ
り
現
象
が
進
行
し
て
い
る
箇
所

　
⑫
重
要
構
造
物

（
ト
ン
ネ
ル

、
橋
梁

）
及
び
そ
の
周
辺
で
道
路
施
設
の
変
状
が
認
め
ら

れ
る
箇
所

　
　
　
点
　
 
数
 
　
計

現
況
交
通
量

（
日
当
た
り

）

　
①
斜
面
の
表
面
に
浮
石

、
転
石
の
存
在
す
る
箇
所

　
②
斜
面
に
崩
壊
性
の
土
質

、
岩
質
が
存
在
す
る
箇
所

　
③
既
設
対
策
工
が
老
朽
化
し

、
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
箇
所

　
④
斜
面
に
岩
盤
が
露
出
し
て
い
る
箇
所

評価視点：実施環境

評価指標：公共施設、沿道状況等
評価指標：緊急輸
送路・観光ルート

　
主
要
幹
線

（
A

)

　
通
学
路
の
指
定
の
有
無
及
び
今
後
の
整
備
に
よ
る
追
加
指
定
の
有
無

　
　
　
点
　
数
　
小
　
計

半径１km以内の沿道施設状況による評価 迂回路の状況による評価

　
観
光
地
と
主
要
幹
線
道
路
を
結
ぶ
道
路

　
緊
急
輸
送
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
道
路

　
　
　
点
　
数
　
小
　
計

　
幹
線
道
路

　
補
助
幹
線
道
路

　
そ
の
他
国
県
道

評価指標：損傷の程度

事業費 評価視点：位置付け 評価視点：必要性・効果

評価指標
：交通量

種　　　別

本部・部名

落石や道路法面崩落の恐れがある箇所に対策工を施すことにより、危険箇所の解消を図り、災害の未然防止や道路交通の安
心・安全を確保する。

自然環境保全 自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選定する。

道路防災

道　　　路 維 持 管 理

交通政策部 道　路　課 事　業　名 社会資本整備総合交付金

事業目的

定性評価
経済性・施工性に優れた工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用や再生材等の安価な材料を使用する。

該当要件に○を記入

 
 
 
工
　
　
　
　
　
法

 
 
 
点
　
　
　
　
　
数

生活環境対策 排ガス対策型機械の使用、副産物処理の適正処理、再生材使用による資源の有効活用等を行う。

コ ス ト 縮 減 策

そ の 他

評価指標：点検及びプログラム

 
Ｈ
８
道
路
防
災
総
点
検
要
対
策
箇
所

 
橋
梁
の
２
５
ｔ
荷
重
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
該
当
橋
梁

 
架
設
後
３
０
年
を
経
過
し
た
橋
梁

 
前
回
塗
装
後
１
０
年
を
経
過
し
た
橋
梁

該当要件に○を記入

 
緊
急
点
検
で
対
策
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
箇
所

　
通
行
規
制
区
間

該当要件に○を記入(60) 該当要件に○を記入(80) 箇所数を記入

 
 
 
事
 
務
 
所
 
名

 
 
 
箇
 
所
 
番
 
号

 
 
 
道
 
路
 
種
 
別

 
 
 
路
 
　
線
 
　
名

 
 
 
事
　
 
業
 
　
地

 
 
 
全
　
 
体
 
　
額

 
 
 
要
　
 
望
　
 
額

 
 
 
公
共
単
独
の
別

 
 
 
完
成
予
定
年
度

 
 
 
延
　
　
　
　
　
長

 
 
 
幅
 
員
・
法
 
長

 
 
 
平
　
　
　
　
　
積

　
　
　
点
　
　
　
　
　
数

　
⑤
地
滑
り
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
か

、
地
滑
り
現
象
が
認
め
ら
れ
る
箇
所

　
⑥
軟
弱
地
盤
上
に
道
路
盛
土
が
な
さ
れ
て
お
り

、
沈
下
等
の
変
状
が
認
め
ら
れ
る
箇
所

⑦
擁
壁
等
の
既
設
構
造
物
の
基
礎
部
分
の
変
状
や
ク
ラ

ッ
ク

ず
れ
等
の
変
状
が
認
め

ら 
 
れ
る
箇
所

　
　
　
評
　
　
　
　
　
価

　
Ⅰ
優
先
的
に
事
業
を
実
施

　
Ⅱ
事
業
を
実
施

　
Ⅲ
事
業
実
施
を
見
合
わ
せ
る

　
　
　
点
　
 
数
 
　
計

　
　
　
点
　
　
　
　
　
数

　
　
　
点
　
 
数
 
　
計

1



様式３－２

公 共 事 業 新 規 評 価 調 書 （維 持 系）

判断

迂
回
距
離
２
k
m
以
上

迂
回
距
離
２
k
m
未
満

百万円 (60) (20) (20) (100) (60) (50) (0) (60) (50)
最大点

(60) (40) (100) (60) (60) (60) (40) (30) (60) (60) (60) (60) (20) (20)
最大点

(60) (30) (20) (20) (20) (10) (30) (10) (10) (100)

佐賀 1 佐賀大川線 蓮池橋 佐賀市 蓮池町 25 H25 60 60 0 0 60 60 50 60 9,871 30 90 0 40 40 60 60 1 1 2 1 1 1 60 0 60 20 20 0 80 B A A Ⅰ

佐賀 2 佐賀大川線 堂地1号橋 佐賀市 蓮池町 25 H25 60 60 0 0 60 60 60 9,871 30 90 0 40 40 60 60 1 1 1 1 60 0 60 20 20 0 80 B A A Ⅰ

佐賀 3 佐賀大川線 堂地大橋 佐賀市 蓮池町 20 H25 60 60 0 0 60 60 60 9,871 30 90 0 40 40 60 60 1 1 1 1 60 0 60 20 20 0 80 B A A Ⅰ

佐賀 4 佐賀外環状線 船津新橋 佐賀市 川副町 36 H25 60 60 0 0 60 60 60 11,912 40 100 60 60 40 40 60 60 1 4 1 1 60 0 60 20 20 0 80 B A A Ⅰ

そ
の
他
国
県
道

防
災
施
設

施
設
数
計

本部・部名 交通政策部 課　　　　名 道　路　課
事　業　名

バ
ス
路
線

点
数緊

急
輸
送
道
路
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
道
路

評価項目：
利活用度

落
橋
防
止
装
置
の
設
置

、
又
は
橋
脚
の
補
強
が
必
要
で

あ
る そ

の
他

（
住
宅

、
耕
作
地
等

）

※
左
記
以
外

福
祉
施
設

点
検
の
結
果

、
主
要
な
部
材

（
床
版

、
主
構

、
躯
体

、

基
礎

、
支
承

）
の
健
全
度
が
8
0
以
上

駅
・
公
園
等

補
助
幹
線
道
路

商
店
街

迂回路あり
教
育
施
設

（
小
・
中
学
校
・
高
校

）

特
殊
橋
梁

（
ト
ラ
ス
橋

、
ア
ー

チ
橋

、
斜
張
橋
等

）

箇
所
番
号

長
大
橋

（
橋
長
1
0
0
m
以
上

）

事
業
地

完
成
予
定
年
度

点
数

迂
回
路
な
し

点
検
の
結
果

、
そ
の
他
の
部
材

（
高
欄

、
伸
縮
装
置

等

）
に
お
い
て

、
腐
食

、
変
形
等
に
よ
り
本
来
の
機
能

を
有
し
て
い
な
い

点
数

病
院

点
数

集
会
場

通
学
路
の
指
定
の
有
無
及
び
今
後
の
整
備
に
よ
る
追
加

指
定
の
有
無

点
数
小
計

点
数
小
計

そ　 の　 他

評価項目：安全性

評価視点：必要性・効果

点
検
の
結
果

、
主
要
な
部
材

（
床
版

、
主
構

、
躯
体

、

基
礎

、
支
承

）
の
健
全
度
が
6
0
未
満

点
検
の
結
果

、
主
要
な
部
材

（
床
版

、
主
構

、
躯
体

、

基
礎

、
支
承

）
の
健
全
度
が
6
0
以
上
8
0
未
満

評価項目：特性

事　業　区　分

自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選択した。

排ガス対策機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

評価指標
：橋梁長寿
命化修繕計

画

評価指標
：経過年数

評価視点：実施環境

点
数
計

評価項目
：地域振興

評価項目：道路分類

種　別 維　持　管　理種　別 道　路

事業目的

事
務
所

橋梁の高齢化が加速度的に進むなかで、橋梁長寿命化修繕計画に基づき適切に補修及び補強を実施し、橋梁の長寿命化及び耐震化により道路網の信頼性の確保を図る。

架
設
後
5
0
年
を
経
過
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋

、
又
は

架
設
後
3
0
年
を
経
過
し
た
鋼
橋

評価項目：
点検計画

点
数
計

評価

点
数
小
計

幹
線
道
路

主
要
幹
線

（
B

)

評価指標
：交通量

評価項目：道路の機能

評価指標
：橋梁の種類

評価指標：損傷の程度

評価視点：位置付け

市
役
所
･
役
場
・
ま
た
は
公
共
施
設

点
数
小
計

コスト縮減策

路
線
名

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

定性評価

跨
線
橋

、
跨
道
橋
等

（
第
三
者
に
影
響
を
与
え
る
橋

梁

）

点
数
小
計

全
体
額

橋
梁
名

評価指標：道路の役割評価指標：緊急輸送道路・通学路等

観
光
地
と
主
要
幹
線
道
路
を
結
ぶ
道
路

点
数
計

自然環境保全

点
数
小
計

点
数
小
計

点
数
小
計

半径１km以内の沿道状況による評価
迂回路の状況

による評価 主
要
幹
線

（
A

)

社会資本整備総合交付金 長寿命化

生活環境対策

Ⅰ
優
先
的
に
事
業
を
実
施

Ⅱ
事
業
を
実
施

Ⅲ
事
業
実
施
を
見
合
わ
せ
る

該当要件に○を記入 箇所数を記入

点
数現

況
交
通
量

（
日
当
た
り

）
【
台

】

評価指標
：観光ルート

2


